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黒潮流路と竿釣り漁況

1.ビンナガ

　昭和46毎に開発された東仲の前紳漁坦での漁

崔け⑤個奸語に推移し、図毎漁期までの毎漁獲

量は、６～７バトン☆を裕行しました。この侍

ルレ坤ｽ言失跡は、49毎の６～７月に少しくずれ

た｛バっの、おおむねＮ型で椎移し安定していま

した。言言言ﾉいが50毎の漁斯前にＮ、Ｄ、Ｎ型

と変物し、漁獲量は５万トンとやや減少しまし

たが、Ａヤに安定した51毎には古び６万トン合

に即位しました。しかし昭和52毎に再び２万ト

ンに撒減した後、53毎には４万トン台の漁獲を

あけましたが、その後は次第に減少傾向にあり

ます。こぴぅよテな㈲囚としてけ前紳漁謁におけ

る犬幅な漁獲の減少があげられます力几57年穴

蜂は相次ぐ減船もかな０関係していると考えら

且ますっ

　竿釣０の俯貴船を運航させている各堅の水泉

試験垢、水産高校、染北区水庖研完所および遠

洋水産研完所が土体になって組織している全国

試験船巡鴬協議会（事務局：静岡県水産試験蝸）

では、爪印5∩天からカツオー本釣り漁船牡階報

を収果して大型電鈴賎によりデータを処理して

いますっ

　これらのデータから第２図ビンナガ顔場の高

言巾」に漁獲量などをまとめて第１衷に示しまし

た。

　これによると１日１隻当たりの漁獲量（見張

り日を言む）力付トンを超えた年は、昭和53、

54、55、59、62毎です。これらの毎の漁期巾（４

～７月）の黒潮旅路をみると、それぞれＡ、Ａ、

Ｃ、Ｃ、Ａ型を示し安定していました。また、

顔形］前の１～３月の黒言失跡も変几せず安定し

ていました。

　一一方、漁期中の４～７月に黒潮旅路が八頭で

安定していたにもかかわらず、１日１隻当たり

の漁獲量が１トンを下回ったのは昭和58年のみ

ですが、漁間中に黒潮旅路が変化した他の年に

比較して、Ｆ海区における漁獲量は高かった。

　（この年の１～３月の黒潮旅路は、ＢからＣヘ

と変化した）

　これらのことから、昭和52年以降についてみ

ると、前線漁場（Ｅ、Ｆ海区）での漁況は、漁

期前（１～３月）の黒潮旅路が安定しているこ

と、また漁期全体の漁況は、これに加えて４～

７月の黒潮旅路も変化せず安定していることが

犬きく影響することを示唆しています。
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第１図　黒潮の流路のパターン
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2.近海カツオ

　静岡県主要５港（顔面鰯、小川、焼津、活水、

沼律）に水揚げされる竿釣り近海カツオは、紀

南、豆南および伊豆諸島近海で漁獲されます。

　県下に水揚げされるこれらの竿釣り近海カツ

オの年間総水揚屋と、１月から４月までの４カ

月間における近海カツオ竿釣り漁船の１隻当た

りの半増水揚量の関係を第３図に示しました。
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　ここで図に示したように、仮にｎ、ａ、ｏダ

ループと区分してみましょう。

　一方、この海域の海況は、冷水塊に犬きく影

響されることが知られており、漁況にもその影

響を強く受けるものと考えられます。

　そこで、昭和47年から61年までの黒潮旅路を

みると、昭和47年から50年までは、ほぼＮ型で

経過し、昭和51年から54年まではＡ型でした。
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　　　　　　　　　　　１隻当りの半川水長恨

第３図　１隻当り平均水揚量と年間水裕量の関係(数字は年)

　以降昭和57年から60年まではＢ、Ｃ型を中言

とした短期変勤亭轍０返しています｡（第２表）

　ここで、これらを

１）　大型冷水塊がない時期（黒潮旅路がＮ型）

の昭和47年から50年までのグループ

２）　大型斤氷塊が出現して消滅するまでの待

顔（黒潮旅路がＡ型）の昭和51年から54年まで

亭Ａグループ

３）　Ａ型以外の冷水塊が出現している時期の

昭和55年から61年までをＯグループ

　と区分すると、前述の仮に区分したｎ、ａ、

ｏの吝グループとよく対応していることがわか

０ます。

　ＮとＡダループについて、年間水俗伝（Ｔ）

と１隻当たりの漁獲量（ｎ／ｓ）についての椙

関をみると、柏関係数は、0.896とかな０高く、

Ｔは次式て告わされます。これらの閃脈を第４

図に示しました。

　　T＝（3.26×（n/s）－1.10）×103

　　　　　Rニ0.896

　NとＯグループについても同様に、半綴本揚

量（Ｔ）と１隻当たりの漁獲量（ｎ／ｓ）につ

いての相関をみると、相関係数は0.942とかな

り高く、Ｔは次式で表わされます。　これらの関

係を第５図に示しました。

　　Ｔﾆ=（↓.06×（n/s）十8.21）×103

　　　　　R==0.942

　このように、県下に水揚げされる近海カツオ

の半開総本揚屋は、１～４月の１隻当た０の平

均に俗士そのときの黒潮涜聖から推定されます。

今後、62年以降について検証していくとともに、

銘柄別（年令、体重剔）の漁獲状況などを膏め

た于側法について検討していきたいと思います。

　　　　　　　　（資源海洋研究室　山田万聯）
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　　　　　　１隻当りの平均生揚量

第４図　n、aグループの１隻当り平均水揚量と

　　　　年間水揚量の関係

－４

第２表　黒潮流型一覧表

ﾔ~犬し
１　　　２　　　３　　　４　　５　　　６　　　７　　　８　　　９　　１０　　ｎ　　１２

40 ＤＣ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＢ　ＢＣ　ＤＣ　ＤＤ　ＮＮ　ＮＤ　ＮＮ

41 ＮＮ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＢ　ＢＢ　ＤＤ　ＢＮ　ＤＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＢ

42 ＤＤ　ＣＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＢ　ＢＮ　ＢＢ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ

43 ＮＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ

44 ＤＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＤＤ　ＢＢ　ＢＢ　ＣＣ　ＢＢ　ＣＣ　ＢＢ　ＣＣ　ＤＣ

45 ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＤＤ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＣ　ＤＤ

46 ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＤＤ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＢ　ＤＣ　ＮＮ　ＮＮ

47 ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＤＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＢ　ＣＣ

48 ＮＢ　ＮＮ　ＮＮ　ＣＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＤＮ　ＮＮ　ＮＮ

49 ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＢ　ＢＤ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ

50 ＮＮ　ＤＤ　ＤＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＡ　ＢＢ　ＢＢ　ＢＢ　ＡＡ

51 ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ

52 ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＮ　ＮＮ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ

53 ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ

54 ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＮＡ　ＢＢ　ＢＢ　ＢＢ　ＢＢ　ＢＢ

55 ＢＢ　ＢＢ　ＢＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＤＣ　ＡＣ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＮＢ

56 ＢＤ　ＤＤ　ＢＮ　ＮＮ　ＮＮ　ＢＤ　ＡＮ　ＮＮ　ＮＤ　ＤＢ　ＢＣ　ＢＣ

57 ＣＣ　ＣＣ　ＣＢ　ＢＢ　ＢＣ　ＣＣ　ＣＢ　ＢＢ　ＢＢ　ＢＢ　ＣＣ　ＣＣ

58 ＣＢ　ＢＣ　ＣＣ　ＣＢ　ＢＢ　ＢＢ　ＢＣ　ＣＣ　ＣＢ　ＣＣ　ＣＢ　ＢＢ

59 ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＤ　ＤＮ　ＮＣ　ＣＣ　ＣＣ

60 ＣＣ　ＢＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＣＢ　ＢＣ　ＣＣ　ＣＣ　ＤＮ　ＮＮ　ＣＣ　ＣＤ

61 ＮＮ　ＮＢ ＣＤＷＣＣＣ　ＣＣ　ＮＮ　ＮＣ　ＣＮ　ＮＮ　ＣＮ　ＮＮ　ＡＡ

62 ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　Ａ八　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ　ＡＡ

※海上報安庁水路部海洋速報および一都三県漁海況速報による。

年
間
水
湯
量
①

　　　　47

　　　　　　　1隻当りの平川水櫛量

第５図　n､oグループの１隻当り平均水湯量と

　　　　　年間水禍量の関係



第３表　水揚量と海況の種類

年
年間水揚量

　　Ｔ
１～４月の
水揚量　ｎ

１～４月の
水揚隻数　Ｓ

１隻当たりの
漁獲量　n/S 海況の種類

昭和47 12,495　トン 1,480　トン 310　隻 4.77　トン Ｎ型

48 13､469 1,707 396 4.31 Ｎ

49 14,809 2,007 372 5.40 Ｎ

50 13､257 2,640 478 5.52 Ｎ

51 22,248 5,261 742 7.09 Ａ

52 17,820 3,156 613 5.13 Ａ

53 24,275 5,481 674 8.13 Ａ

54 23､037 6､686 1,156 5.78 Ａ

55 28､773 6,075 669 9.08 Ｏ

56 16107 5,698 673 8.47 Ｏ

57 18､952 7,394 850 8.70 Ｏ

58 20,n5 5,741 607 9.46 Ｏ

59 32,431 14､995 692 21.67 Ｏ

60 16,650 7,820 621 12.59 Ｏ

61 20,728 6,321 571 n.07 Ｏ

有害物質による魚のへい死事故と原因調査(４)

　これまでに、河川等で起こる魚類のへい死事

故の厘因となる土な有害物質として、強アルカ

リ物質、シアン化合物及び農薬について、事故

発生例、調査方法、発生源など紹介してきまし

た。今回は遊離残留塩素について説明したいと

思います。

＜遊離残留塩素〉

　遊離残留塩素とは皆さんあまり聞きなれない

言葉ではないかと思いますが、カルキまたはさ

らし粉といえば「あっ、あのことか」とピンと

くる方も多いのではないでしょうか。カルキと

は正しくはクロルカルキといい、さらし粉のド

イツ毎名ですが、消石灰の粉末に塩素を吸収さ

せたものです。これは、強い酸化作用を持ち、

殺菌、漂白などに使われます。このカルキを水

に溶かすと消石灰に吸収された塩素が溶けたし

ます。塩素は水に溶けると欧亜塩素酸塩となり

ますが、これを遊離残留塩素といいます。これ

がアンモニアやアミン類と反応すると結合残留

塩素と坪ばれるクロロアミンとなりますが、遊

離残留塩素と結合残留塩素の投函力には差があ

り、後者は的者に比べ、著しく劣ります。

　みなさんｿﾞ）中には、水道の水で魚を飼おうと

- －ｊ

したら焦が死んでしまったという経験をお持ち

の方も多いと思います。水道の水は雑菌を殺生

ために塩素で消毒しているのです。これは水道

法で定められており、私達家庭の蛇口で遊離残

留塩素が0.1陽/ど以上なくてはいけないことに

なっています。遊離残留塩素の魚に対する走性

はpH、温度、溶存酸素量や魚の種類などによっ

て異なりますが、0.1～0.2 mg/ど程度の濃度で

もへい死することがあります。

　では、なぜ遊離残留塩素によって魚が死ぬの

でしょうか。これは一言でいってしまえば「窒

息」ということになります｡先に述べたように塩

素は強い酸化作用を持っていますが、鰹に塩素

が働きかけると、付着する薬品をとり除こうと

して、盛んに粘液を分泌します。そして、鰹を

包む粘液の膜ができるのですが、鯨が粘液でお

おわれたままですと酸素の交換ができないので、

焦は粘液を吐き出そうとします。このとき粘液

の量が少なければ、口から吐き出して終るので

すが、量が多いと鰹がふさがって呼阪できずに

窒息します。また、塩素の持つ酸化作用によっ

て鰹の組織が回され、酸素交換機能力頌ﾚﾄﾞして

窒息することもあります。



　この遊離残留塩素によるへい死事故は、浄水

場で殺菌用に使われていたものが事故により流

出したような場合に起きています。また、変わ

ったところでは、小・中学校などでプールの水

を交換するときに、塩素で消毒した水を河川に

流したため起きたものや、温泉地で、旅館がい

っせいに風呂の消毒を行ったために起きたと考

えられる様なケースもありました。表１に最近

10年間に遊離残留塩素が原因と推定されたへい

死事故例を示しました。

　シアン化合物や農薬、貴金属などによるへい

死事故では、へい死原因となった物質が体内に

募債されるため、有害物質を含む水が流れ去っ

てしまった後でも、魚体から抽出、分析するこ

とによって原因を究明することも可能です。

　しかし、遊離残留塩素によるへい死事故の場

合は酸やアルカリと同じように、魚体内に蓄積

されないため、魚体から原因物質の存在を証明

することができません。

　ですから、遊離残留塩素によるへい死事故は、

発生直後に発見、保水できれば、水質を詞べる

ことによって原因の推定は可能です。しかし、

多くの場合、発見後数時間が経過しており、す

でに原因となった物質は流れ去ってしまった後

ということが多いのです。

　したがって、この遊離残留塩素によるへい死

事故は、駿やアルカリによるものと同様に、原

因究明が極めて困難なへい死事故で、事故発生

後どれだけ速く発見できるかが死因を解く鍵と

いえるでしょう。

表１　遊離残留塩素によるへい死事故

(水質研究室　増元英人)

年月日 謁　　　　　所 披　害　量 概　　　　　　　　　　　　要
54.10.29

55.12.24

57.5.10

58」2」7

59.8.4

　　　8.11

　　　9.1

　　　9.5

63.6.14

興津川(清水市)
　　　(函南町)
小筒川(富士市)

　　　(小山町)
　　　(東伊豆町)

　　　(島田市)
小石川(焼津市)
桂　川(修善寺町)

アユ　60,000尾

ニジマス

コイ、フナ100尾

ニジマス

アユ　1,000尾

アユ　200尾

コイ　200尾

コイ、フナ数十尾

アユ

浄水場からカルキ流出

付近の工場から欧亜塩素酸ナトリウム流出
1 mg/fの遊離残留塩素を検出
プール清掃時の消毒液

0.1曙/ぞの遊離残留塩素を検出
プール清掃時の消奇談

調査船の動き
○富士丸

　第５次南古座調査（漁学航有料生乗船）

　　　昭和63年10月15日～11月５日

　第６次南方座調査（漁学機開析生乗船）

　　　昭和63年11月16日～12月５日）

○駿河丸

　旭光観測　昭和63年９月１日～２日

　東仲カツオ消炎　　９月８日～21日

科学魚探調査

サクラエビ調査

地先観測

底魚調査

　　　本場

９月27日～29日

10月３日～４日

10月17日～18日

10月24日～31日

目 誌
（９月）

１日　防災訓練（本場）

２日　業務連絡会議、分場長会議（大場）

８日　東海ブロック場長会（三乗県）

12日 関東東海ブロック普及連絡会議

12日

14日

20日

　(12～14日館山市)

婦人体験学習(本場)

沿整事業関東東海ブロック会議

　(21日～22日長岡町)

　（10月）

４日　業務連絡会議、分場長会議（本場）

11日　普及員研修（水産庁）

13日　庶務担当者会議（浜名湖分場）

17～18日サクラエビ漁業研修会（由比町､大井川町）

25日　全国沿整事業技術連絡協議会

　　　　（25日～27日福岡市）

肌日　業務連絡会議、分場長会議（水垢）

　（11月）

４日　漁架上研修会（富士貴姉場）

７日　ビンナガ研究協議会（茨城県大洗町）

　　　一祐三県サバ漁海況検討会（袖章川水試）

10日　東海ブロック水質担当者会議

　　　　（伊勢市）

16日　関東、東海ブロック水産海洋述作会

　　　　（茨城県大洗町）

17日　技術連絡会（伊見分場）

Ｇ－-
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